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アフリカ協会文化・社会委員会主催「アフリカの感染症を知る」シリーズの第８回講演会です。
前回は、参議院議員の武見敬三先生に「感染症対策のグローバルな枠組み」について講演をいただきました。交通網の発達により感染症が瞬く間に世界中に拡散するという感染症のグローバル化に対しては、グローバルヘルスへの対策転換とそのためのファイナンスの重要性をお話いただき、賛同すべき点が多々あったと感じております。
2000年代に入り、グローバリゼーションの進行による富の偏在が原因で国家間・個人間の経済的格差が拡大、さらに気候変動・温暖化による疾病構造の変化が起こってきました。この問題は従来のドナー中心の支援では対処できず、こうした国境の枠を超えた健康課題を解決するため、新たなパラダイムとしてグローバルヘルスが提唱されるようになりました。
2000年9月の国連ミレニアム・サミットで国連ミレニアム宣言が採択され、21世紀の国連の役割の方向性を提示する目的で、ミレニアム開発目標（MDGｓ）がまとめられましたが、この
目標の中で重要とされる8つのゴールの内、グローバルヘルス関連として、乳幼児死亡率の削減、妊産婦の健康の改善、HＩＶ／エイズ、マラリア、その他の疾病の蔓延の防止が上げられております。その後、持続可能な開発目標（SDGs）が2015年からスタートしていて、現在に至っています。
今回講演頂く長崎大学大学院熱帯医学・グローバルヘルス研究科の神谷教授は、援助の形骸化や限界、理想と現実の乖離などから現場での実践の重要性を感じ、長年アフリカ・アジアで活動をされてきました。ご専門は国際保健・小児保健であり、SDGｓの重要課題に関連して今回は感染症と小児保健の観点からお話頂くこととしております。
概要

日時：　2023年11月2日（木）　14時から15時30分
場所：　オンライン（ZOOM）
テーマ：　「感染症と小児保健」
講演者：　神谷保彦　　　　長崎大学大学院熱帯医学・グローバルヘルス研究科　教授
司会：　　池上清子　　　  公益財団法人アジア・開発協会専務理事、アフリカ協会理事、
野口英世アフリカ賞選考委員
プログラム

　14時00分　　 開演
　14時00分　　 開催挨拶・講師紹介（池上清子委員長）
　14時10分　　 講演　　　　　　　（神谷保彦　長崎大学大学院　教授）
　15時00分　　 質疑応答　　　　　（司会：池上清子委員長）
　15時30分　　 終了

講師略歴
神谷保彦:(かみや やすひこ）

学歴：1985年　高知医科大学（現高知大学医学部）卒
1995年　リバプール熱帯医学校熱帯小児医学修士課程修了
2001年　リバプール熱帯医学校博士課程修了
経歴：1985年　滋賀医科大学小児科
1992年　JICAガーナ野口記念医学研究所感染症プロジェ クト専門家
及びチームリーダー（1999年）
1997年　ケニア医学中央研究所（KEMRI）感染症プロジェクト専門家、
AMDA旧ザイール・ルワンダ難民支援、JEN旧ユーゴ緊急支援、
ピースウインズジャパン・イラク支援、
HANDS岩村フェロー、ケニア母子保健プロジェクト等歴任
2006年　長崎大学大洋州予防接種プロジェクト副総括
2008年　長崎大学国際健康開発研究科教授

2015年　長崎大学熱帯医学グローバルヘルス研究科教授

池上清子：（いけがみ　きよこ）
国連難民高等弁務官事務所、国連本部、国連人口基金、長崎大学大学院教授などを経て、現在(公財)アジア人口・開発協会専務理事。
また、（公財）ジョイセフ、国際家族計画連盟ロンドン本部、（公財）プランインターナショナルジャパン（理事長）、日本赤十字社（常任理事）など多くの市民社会組織（CSOｓ）で経験を積む。一貫して、開発途上国の女性の健康推進、自立支援に携わっている。
